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バンドメンバーが
見つかりません！

■バンドやりたいなぁって思ったことありますか？
誰でもが思春期に一度は思う「バンドをやろう！」。その動機はおそらく「もてたい」
が大半だろうと思います。好きなバンドのCDを聞きながら、「おれもこんな風にな
りたい→そうすればもてもてだ」とか思ちゃったのがきっかけです。
とはいうものの、バンドは一人ではできません。そこで「メンバーを募集しなけれ
ば！」ということになります。もともと思いつきでのことですから、よく考えないで
メンバーを募集すると前ページのようなことになります。
例外的に「さだまさし」が好きだった場合は、このような事態にはなりませんね。
一人でいいですから。ただし「もてもて」になるかどうかは保証できかねます。

■なぜ、ボーカル以外募集なのか？
結論からいうと楽器ができないから、消去法で選択した上でのやむおえない結果
です。謙虚な気持ちでメンバー募集をかけているのでしょう。しかし最終的に「楽
でお金のかからない上に一番目立ってもてもてのパートをおれがやるからみんな集ま
れ！」というメッセージになってしまっていますから皮肉なものです。

■戦略を持とう
せっかくやってみようと思ったのですから、きちんと最後までやりとげましょう。
あなたが中心となってメンバーをあつめてバンドを仕切っていくのなら、その経験は
社会にでても役に立ちます。親からは「バンドなんかやったって将来ロクなもんにな
らない」と言われるかもしれませんが、それは間違いです。
まずは、状況を整理し、「今後の方向性の検討」「足りないもののリストアップ」か
らはじめます。行き先の決まらないまま動き出してもろくなものはありません。もち
ろん途中で行き先の再検討を定期的に行うことも大事です。また、メンバーの募集
に際してもどのような能力や希望を持つ人が欲しいのかをきちんとアピールすること
で、効率よくメンバーを募集することができます。
ここまで聞いて、「なんかめんどくさい」と思った場合、バンド活動には向いてま
せんので他の道を考えましょう、時間はまだまだあります。


